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分かりやすく伝わる誌面に
なっていますか？

只見町議会中継は、只見町議会
ホームページからも視聴できます。
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　議会報告会を１１月２９日三地区において
「若者定住、子育てしやすいまちづくり」、「新
しい議会に望むこと」の２つのテーマで開催
しました。多くの町民の方からご意見、ご提
案を頂きました。抜粋してご報告いたします。

只見振興センター　参加者２４名

朝日振興センター　参加者１７名

多くの提案
☆移住者・人材確保などについて

☆若者定住について

☆空き家対策・定住対策について

☆公共施設利用等について

☆診療所体制について

◦Ｕ・Ｉターン者の情報窓口をつくり情報発信していけば、
行政だけでなく町内企業でも情報共有ができ企業も人材
確保や支援ができるのではないか。
◦町内どの分野も人手不足、人材確保が急務である。行政
と民間の人材確保には連携が大切だ。
◦町内建設業の従業員の高齢化が進み、除雪を含め、災害等があった際に町や住民を守って
いけるか非常に厳しい状況だ。町はその辺をもっと認識し対策を考えるときではないか。

◦若者定住には雇用の場が問題だ。町全体の経済をもっと
伸ばすためには所得の向上が大切だ。
◦２年前にＵターンしてきて思うことは、子ども・高齢者
には教育・福祉といった面では手厚いが、若者に対する
支援もして頂きたい。例えば、リスタート支援・婚活イベントなど。
◦最近、当地区で２軒の新築があり、若者が移り住んでいる。区としてもうれしいことだ。
区の方にも空き家バンク等で入居・移住された方の情報を頂きたい。
◦Ｕターンしてきて２０年経つが、町にだんだん元気が無くなってきていると感じる。町
としての定住に対する施策を教えてほしい。

◦空き家になる前に、登録して頂く工夫も必要ではないか。
◦町内の空き家は沢山あるが、空き家バンクに登録されている軒数が少ない。
◦只見町に移り住む、お得感を感じられようなＰＲや改修補助の充実がもっと必要ではな
いのか。コロナ禍の中、都会からわが町への移住のチャンスではないか。

◦只見の森キャンプ場の住民利用の促進やブナセンターの活用をもっと工夫するべきだ。
◦若者定住住宅、３年間の入居条件では次へのステップが大変だ。要件の変更はできない
のか。

◦朝日診療所に専門医療はできないものか。特に小児科、産婦人科など。医師体制を２人
体制でなく拡充して欲しい。
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明和振興センター　参加者３０名

　３会場とも、今すぐ取り組まなくてはならな
い課題、町の存続が危惧されるような問題や意
見が多く出されたことを受け、議会としては意
見を整理し、各委員会等で今後の対応等につい
て、協議していくことにした。

議会
報告会

☆新しい議会に望むこと

☆教育問題について

☆その他

☆若者定住、子育てしやすいまちづくり

☆その他

◦税条例の中で、小さく困っている集落の固定資産税減免
の規定を考えてほしい。
◦国は地方に非常に厳しい税率の問題を突きつけるがどう
なのか。

◦中学２年の子どもがいて同級生が４１名いる。只見高校の定員が４０名となり、山村教
育留学生も含めると、町内の子どもがあふれてしまうのではないか。
◦小学校統合の話が出ているが、どのように進んでいるのか。

◦乳幼児に対する医師の確保をお願いしたい。
◦求人募集は出ているが、非正規職員が多い。
◦介護施設に努めているが、人材確保が課題だ。

◦町長提案に対して、議会として提案できる条例を作れないか。
◦行政と町民との双方向のオンライン化の推進、町内のデジタル化を図ってほしい。

◦地域の生活支援事業、買い物支援車の要請はどこからあったのか。
◦診療所の入院患者制限はいつ改善されるのか。
◦Ｗｉ-Ｆｉ環境をもっと良くして欲しい。

◦叶津番所の売買価格は適正であったのか。
◦特定空き家解体工事費は高すぎるのではないか。
◦年々厳しくなる町の財政だが、道の駅、ＪＲ只見線の運行継続には相当な財政負担が予
想されるのではないか。

多くの課題

今後の議会の考え
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議
長
コ
メ
ン
ト

❶

❷

　町内の産業の魅力を伝えるために、積極的なトップセール
スを展開していきます。
　ユネスコエコパークの魅力をさらに高め、広く発信すべく
努めます。

　朝日診療所の診療体制を立て直すとともに、訪問看護と訪
問介護の連携強化と充実を図ってまいります。
　暮らしに関する総合相談窓口の設置を始め、日常生活の支
援体制づくりに努めてまいります。

12月会議行動するまちづくり
　
１２
月
会
議
が
２２
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一

日
目
は
、
渡
部
新
町
長
が
今
後
の
町
政
運
営
に
当
た
る
所
信
を
述

べ
、
議
会
各
常
任
委
員
長
か
ら
は
所
管
事
務
の
調
査
報
告
を
行
な

い
ま
し
た
。
二
日
目
か
ら
は
、
１１
議
員
が
一
般
質
問
を
行
な
い
、

今
後
の
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
な
ど
を
問
い
ま
し
た
。
一
般
質
問

終
了
後
、
条
例
改
正
案
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、
提

案
さ
れ
た
１５
議
案
す
べ
て
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

あらまし渡部勇夫新町長

所信表明
みんなが住みたいと思う
魅力的なまちづくり

誰もが安心して住めるまちづくり

「
住
民
が
参
画
で
き
る
、

�

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
」

�

議
会
議
長
　
大
塚
純
一
郎

　
我
が
只
見
町
は
、
人
口
減
少
、
少
子
過
疎
高
齢

化
に
起
因
し
た
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

課
題
解
決
の
た
め
の
独
創
的
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
と
し
ま
し
て
は
、
通
年
議
会
制
度
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
も
行
政
を
監
視
、牽
制
す
る
と
と
も
に
、

各
般
の
提
言
を
行
な
う
な
ど
、
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
の
皆
様
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
し
、
よ
り
皆
様
の
声
に
耳
を
研
ぎ

澄
ま
し
、
そ
の
声
を
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
渡
部
町
長
の
所
信
表
明
で
は
、
只
見
町

の
将
来
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
５
項
目
の
政
策
目
標
を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
政
策
を
進
め
て
い
く
に
は
町
職
員
の
理
解
と

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
職
員
と
共
に
作
り
上
げ

た
政
策（
案
）を
議
会
に
提
案
し
た
い
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
今
、
ま
さ
に
町
民
の
目
線
に
立
っ
た
町

政
が
真
に
問
わ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。「
住
民

が
参
画
で
き
る
、
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

町
当
局
と
議
会
が
共
に
切
磋
琢
磨
し
、
共
に
協
力

し
合
い
、「
住
み
良
い
只
見
町
づ
く
り
」の
た
め
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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只見町の将来に向かって
❸

❹

❺

　只見町出身者や只見町を応援してくださる方々の声
を、町づくりへ反映させるための提案、応援制度の創設
とともに、町の総合案内機能と受け入れ態勢（物産販売
等）の整備を急ぎます。

　子どもの健やかな成長を支援する事業を積極的に実施
したいと考えております。

　高齢になっても年金収入に上乗せできる仕事の支援づくり
体制の構築を推進してまいります。

　これらの政策を進めていくために、町職員の理解と協力が必要で、仕事にやり
がいを感じながら成長できる職場づくりを心がけます。議会とは町の善政を競い
合い、協力し合うことを意識しながら町政を運営する意味から審議の過程がより
詳しく知って頂けるように努め、町民の信託に応えるべく導き出された結論を尊
重し、住み良い町づくりに邁進してまいります。

新
町
長
関係人口（交流と定住の中間）を
増やすまちづくり

子どもがたくましく育つ、
子育てしやすいまちづくり

みんなに役割があり、
活躍の場があるまちづくり

ふるさと大使　一生懸命只見のＰＲ！

スキー教室
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主な補正予算（千円未満切り捨て）

12月
補正

速やかな
新型コロナウイルス
ワクチン接種の準備

主な条例改正
職員の特殊勤務手当に関する
条例の一部を改正する条例
　朝日診療所職員が新型コロナ
ウイルス感染症に係る対応に従
事した場合の特殊勤務手当支給
に関する条例改正であり、患者
の体に接触して、長時間にわた
り接して行なう作業者に対して
日額４千円を支給する。
＊他条例改正４本を可決

討論が出た議案一覧　令和２年度各会計補正予算（千円未満切り捨て）

会　計　名 歳入歳出予算 賛　否

一 般 会 計 ２８０２万円追加
総額６４億８９０８万円

賛成　９
反対　１（山岸議員）

国 民 健 康 保 険
施 設 特 別 会 計

１６００万円減額
総額３億９０７５万円

賛成　１０
反対　０

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

３２５万円追加
総額７億６３６１万円

賛成　９
反対　１（山岸議員）

介 護 老 人 保 健
施 設 特 別 会 計

２１万円追加
総額２億８９２１万円

賛成　９
反対　１（山岸議員）

地域包括支援センター
特 別 会 計

総額１３８１万円のうち
２万円を科目更正

賛成　９
反対　１（山岸議員）

簡易水道特別会計 総額２億３７５万円のうち
１万円を科目更正

賛成　９
反対　１（山岸議員）

集 落 排 水 事 業
特 別 会 計

４４万円追加
総額３億１７４４万円

賛成　９
反対　１（山岸議員）

反対討論　山岸国夫議員　職員等の期末手当の減額に反対する。
＊上記賛否表の全議案酒井右一議員欠席

新型コロナウイルスワクチン
接種の準備に係る経費

各会計において職員の期末手当の減額

町道改良工事費

楢戸集会施設整備費471万円
1000万円

6730万円

ワクチン接種が開始された場合に備えた
事務経費

蒲生北山線の一部法面の崩落による擁壁工

新築工事費６０００万円、
工事監理委託料４００万円、　
土地購入費２６０万円、備品７０万円

河川維持補修工事費

4400万円

808万円

黒沢沢、倉谷川の護岸補修工事

１１月会議の条例改正に伴い職員の期末手当を０．０５月分
減額する。（会計年度職員は含まない）

6



〈継続とした請願・要望〉�
請願・要望名 提出者 内容 付託委員会

「国の制度として『２０人程度学級』を展望した
少人数学級の実現を要望する意見書」の送付を求
める請願書

福島県教職
員組合南会
津支部

国機関への
意見書送付

経済文教常
任委員会

「地域の安全安心に関する要望」
国土強靭化計画及び人材確保、持続可能な企業
経営の為の支援などの９項目

只見町建設
業協会

国県機関へ
の働きかけ
等の要望

経済文教常
任委員会

選挙管理委員会委員　
　及び同補充員の選挙

新しい選挙管理委員会委員（任期は４年間）

＊舟木　和一　氏（小林）
＊目黒　芳美　氏（石伏）
＊渡部　純子　氏（只見宮前）
＊渡部　克哉　氏（福井）
同時に同補充員４名も選出されました。

〈陳情の結果〉�
陳情名 提出者 陳情内容 結果 理　　　由

亀岡多目的
広場の環境
整備に関す
る陳情書

亀岡区
亀が島会

亀岡多目的
広場の適正
な環境整備
のため自走
式草刈機の
購入要望

採択

　地区民の高齢化や人材不足により、今後
の事業継続が困難になる現状や、作業の効
率を考慮し、自走式草刈機の必要性を認識
し、採択とした。
　しかしながら、公共施設の環境整備に関
する同様な問題は、当地区だけでなく全町
的に考慮すべき事案であることから、広域
的な対応を求める。

みなさまからの　　　
　請願・陳情について
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※いただいたご意見は、担当委員会に振り分けて調査を始めています。町政に反映できる
よう町当局と議論を進めていきます。今後も町民の皆さんと忌憚のない意見交換の場と
して、一般会議の申し込みを受け付けております。

　
令
和
２
年
１１
月
１９
日
に
商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
と
一
般
会
議
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。「
只
見
町
の
観
光
政
策
等
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
し
て
、
集
落
や
地
域
で
起
き
て
い
る
課
題
、
心
配

事
、
提
案
な
ど
、
女
性
目
線
で
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

①道の駅建設について
◦道の駅は本当に必要なのか。２４時間使え
るトイレは駅前にすでにある。物産販売は、
観光まちづくり協会や歳時記会館がある。
◦当地域は冬期間、農作物などの収穫はでき
ないが販売物はどのぐらいあるのか。どの
位の販売を考えているのか。
◦道の駅の場所は、民家がないところが一般
的である。国道２８９号（八十里越峠）開
通を直前になぜ駅前が予定地の有力候補地
なのか。

②観光全般について
◦只見線鉄路再開通を目前に只見駅はこのままなのか。改札からホームまで遠く雪
道を歩くのは改善できないか。
◦只見駅を降りて、只見学検定ブックに掲
載してあるところなど、色々なところを
紹介したい。デマンドタクシーや周回バ
スの更なる整備が必要ではないか。
◦観光客の方にわかりやすく看板を国道沿
いとかにも整備をお願いしたい「浅草岳
登山口」「ただみの森キャンプ場」など。

◦鳥獣被害や高齢化で農作物の収穫量が減っている。
被害が続くと高齢者は作る事を辞めてしまう。
◦インフルエンザの予防接種が無料になって良かった。
ひとりで診療所まで行けない高齢者など集落ごとに接
種できないか。
◦小児科などの医療の充実を図ってほしい。
◦空き家が増えているので、空き家対策を進めてほしい。

※
一
般
会
議
と
は
、
議
会
へ
の
町
民
参
加
の
機
会
と
す
る

と
と
も
に
、町
政
の
諸
課
題
に
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
、

多
用
な
住
民
意
見
を
聴
取
し
、
議
会
と
し
て
の
政
策
提

案
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

女性目線で多くの意見!
一般会議　商工会女性部

只見町の観光政策

その他の意見

商工会女性部との一般会議

道の駅整備イメージ図：国土交通省ホームペー
ジより引用
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　９月会議以降１２月会議までの間、議会運営委員会では下記の件について審議された。（抜粋）

・全員協議会の開催について協議
・一般質問の通告内容について協議
・議会提出議案について協議
・委員会審査報告について協議
・委員会継続審査・調査申出について協議

・各月会議の開催について協議
・議会機能の充実強化について協議
・請願・陳情付託について協議
・各委員会所管事務調査報告について協議
・各一部事務組合議会報告について協議

委員会活動
　
朝
日
診
療
所
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
、
発
熱
外
来

の
診
察
に
お
け
る
院
内
感

染
防
止
対
策
の
調
査
を
行

な
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

対
応
予
算
の
執
行
状
況
、

　
亀
岡
多
目
的
広
場
の
環

境
整
備
に
あ
た
り
、
自
走

式
草
刈
機
の
購
入
の
陳
情

で
あ
っ
た
が
、
地
区
民
の

高
齢
化
や
人
材
不
足
に
よ

り
、
今
後
の
事
業
継
続
が

困
難
に
な
る
現
状
や
、
作

保
育
料
無
料
化
に
伴
う
保

育
所
運
営
な
ど
を
調
査
し

た
。

　
朝
日
診
療
所
基
本
計
画

は
、
早
急
な
成
果
が
望
ま

れ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
と

業
の
効
率
を
考
慮
し
、
自

走
式
草
刈
機
の
購
入
は
妥

当
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共

施
設
の
環
境
整
備
に
関
す

る
同
様
な
問
題
は
、
当
地

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

◦
診
療
所
の
正
常
化
に
向
け

　
更
な
る
努
力
を

◦
亀
岡
区
か
ら
の
陳
情
審
査
、

　
採
択
に

議会運営委員会

そ
の
動
向
を
踏
ま
え
、
よ

り
丁
寧
な
「
計
画
作
成
」

を
望
む
も
の
で
あ
る
。
診

療
所
は
依
然
と
し
て
救
急

対
応
の
不
備
な
ど
が
続
き
、

住
民
の
不
安
を
払
拭
で
き

区
だ
け
で
な
く
全
町
的
に

考
慮
す
べ
き
事
案
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
対

応
を
求
め
て
い
く
。

　
道
の
駅
基
本
計
画
策
定

に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員

会
の
経
過
説
明
を
受
け
、

今
後
も
調
査
を
継
続
す
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

は
、そ
の
成
果
を
確
認
し
、

次
年
度
以
降
の
有
効
な
被

害
対
策
を
調
査
す
る
こ
と

と
し
た
。

亀岡多目的広場での現地調査 診療所内の感染対策

な
い
で
お
り
、
一
刻
の
猶

予
も
で
き
な
い
現
状
で
あ

る
。
診
療
所
医
療
の
正
常

化
に
向
け
、
当
局
の
更
な

る
努
力
を
望
む
も
の
で
あ

る
。
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　広報広聴常任委員会では町民の皆様からの様々な意見を聴き議会活動、町政に反映し、
より良いまちづくりを考える場として一般会議開催の募集をしております。

　町民の皆さんと議会が一緒になりまちづくりについて話し合ってみませんか！

一般会議募集のお知らせ

　テ ー マ　　テーマはまちづくりについてどの様な事でも構いません、申し込みの際に
お知らせください。

　開催方法　　日時・場所については皆さんの都合に合わせご相談させて頂きます。
申し込み方法　議会事務局へご連絡ください。（TEL８２－５３００）

①議会だより№１６２号編集発行作業（２月５日発行）
②議会広報を通じて町民により分かりやすい行政内容、読んでみたくなるような広報誌の発行に努め
取り組んでいく。
③町民の声を町政に反映させるための広聴活動にも力を入れ取り組んでいきたい。

広報広聴常任委員会

南会津地方
環境衛生組合議会

南会津地方広域
市町村圏組合議会

　令和２年１０月１９日消防本部及び各所の
視察・研修が行なわれた。本部においては、
主に新型コロナウィルス感染症に係る救急隊
員の服装等について、各出張所、分遣隊所で
は経年劣化に伴う施設の老朽化等について説
明を受けた。
　１１月２８日の臨時会においては、広域市
町村圏組合職員の給与の一部改正する条例で
あり、１２月の期末手当について０．０５月分
の引下げをするものであり、これに係る補正
予算が全会一致で可決された。

　令和２年１１月２８日の臨時会において、当組合
職員の給与に関する条例の一部改正で、福島県人事
委員会による報告・勧告に基づき、期末手当の引き
下げ（０．０５月分）は、異議なく可決された。
　補正予算では、歳入で台風１９号に係る須賀川市
の災害可燃ごみの処理が早期に終了する見込みとな
ったため、１０月末の実績で４２３８万円のごみ処理
手数料の減額。歳出で給与改定による期末手当の減
額と災害ごみ処理にかかる電気料等の減額（３３１
万円）、２号ろ過式集じん器の修繕費（３５３５万
円）の増額が異議なく可決された。
� （千円未満切り捨て）

表
紙
の
説
明

　
教
育
委
員
会
主
催
の
初
め

て
の
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ス
キ
ー

教
室
が
只
見
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
初
級
、
中

級
、
親
子
の
コ
ー
ス
に
は
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
50

人
の
参
加
者
が
あ
り
、
ス
キ

ー
場
は
今
シ
ー
ズ
ン
一
番
の

賑
わ
い
で
し
た
。

　
写
真
は
ス
キ
ー
教
室
の
一

コ
マ
で
す
。
初
め
て
の
ス
キ

ー
、
お
母
さ
ん
も
ド
キ
ド
キ

で
す
。

第
１
回　
　
　
　

Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｍ
Ｉ

　
　
ス
キ
ー
教
室
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議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

町
を
想
い
11
名
が

一般質問

町
政
を
問
う
一般質問とは

■ 酒井正吉郎　……………………12
再生可能エネルギー事業の推進を

■ 矢沢　明伸　……………………13
コロナ禍、今後の対策は

■ 鈴木　好行　……………………14
紙オムツ等、求めやすい環境を

■ 小沼　信孝　……………………15
鳥獣被害状況及び対策は

■ 酒井　右一　……………………16
来年度の体制と医師確保の見通しは

■ 三瓶　良一　……………………17
只見駅、駅前の整備を求める

■ 菅家　　忠　……………………18
資源ゴミのリサイクル推進を

■ 佐藤　孝義　……………………19
新町長の町政に取り組む信念は

■ 山岸　国夫　……………………20
介護保険料の軽減を求める

■ 中野　大德　……………………21
朝日診療所の現状及び今後の体制は

■ 齋藤　邦夫　……………………22
八十里越道路開通後の対策を急げ

ブナりん

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　今回は２〜４名が一緒の録画動画

になっています。
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酒
さか

井
い

正
しょう

吉
きち

郎
ろう

議員

再生可能エネルギー
事業の推進を
� 答 とても大切な視点だと考えている

問
小
水
力
発
電
に
適

す
る
町
内
の
有
望

地
点
を
活
用
し
て
、
町
内

初
の
小
水
力
発
電
所
の
建

設
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
。
町
内
に
は
小
水
力
発

電
に
適
し
た
農
業
用
水
等

の
地
点
が
あ
る
。
こ
れ
を

利
用
し
て
自
前
の
発
電
に

挑
戦
す
る
団
体
等
が
あ
れ

ば
支
援
す
る
考
え
は
あ
る

か
。町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
現
在
、
世
界
中
の

関
心
が
環
境
問
題

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
向
上
、

持
続
可
能
な
社
会
構
築
に

向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
拡
大
は
と
て
も

大
切
な
視
点
だ
と
私
も
考

え
て
い
る
。
農
業
用
水
路

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
農

業
生
産
活
動
を
行
う
上
で

最
も
重
要
な
施
設
で
あ
り
、

併
せ
て
消
雪
利
用
な
ど
の

生
活
に
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
活
用
に
つ
い
て

首都圏を支える只見の電源地帯

は
、
区
や
農
業
受
益
者
等

の
十
分
な
理
解
・
協
力
が

必
要
で
あ
り
、
意
思
を
尊

重
し
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
町
外
の
企
業
よ
り

只
見
町
内
の
有
望

地
点
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
を
建
設
し
た
い

旨
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

と
聞
い
た
が
、
そ
の
建
設

が
決
定
し
進
行
し
た
場
合
、

町
と
し
て
の
支
援
体
制
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
三
事
業
者
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。

進
出
企
業
に
は
、
企
業
立

地
用
地
の
紹
介
や
地
元
材

問
只
見
地
区
に
お
い

て
、
南
会
津
建
設

事
務
所
か
ら
事
業
説
明
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。町
長
の
考
え
を
問
う
。

答
県
の
説
明
で
は
、

柴
倉
橋
か
ら
常
盤

橋
間
の
只
見
川
左
岸
堤
防

の
嵩
上
げ
及
び
伊
南
川
合

只
見
川
河
川
整
備

事
業
に
つ
い
て

�

答
早
期
の
整
備
は
悲
願
で
あ
る

流
地
点
の
伊
南
川
左
岸
の

築
堤
計
画
、
常
盤
橋
の
架

け
替
え
等
に
つ
い
て
計
画

説
明
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
は
只
見
川
河
川
整
備
の

早
期
完
成
は
悲
願
で
あ
る

が
、
地
域
の
皆
様
と
施
工

内
容
を
良
く
協
議
し
、
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
事

業
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

活
用
の
検
討
な
ど
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
が
、

地
域
住
民
の
利
益
、
そ
の

将
来
の
た
め
に
ど
の
よ
う

に
す
る
べ
き
な
の
か
、
総

合
的
な
視
点
で
研
究
し
て

い
く
必
要
を
認
識
し
て
い

る
。
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
国
の
第
三
次
補
正

予
算
、
今
後
の
流

れ
ど
う
な
る
の
か
、
財
源

の
繰
り
越
し
は
可
能
か
。

ま
た
只
見
町
の
支
援
策
に

つ
い
て
は
地
元
の
産
業
な

ど
雇
用
の
支
援
、
確
保
な

ど
に
重
点
を
お
く
施
策
を

進
め
て
ほ
し
い
。

答
今
後
は
一
次
二
次

の
事
業
の
経
過
、

検
証
を
踏
ま
え
新
た
な
施

策
の
展
開
な
ど
従
前
と
同

じ
方
式
で
取
り
組
み
た
い
。

時
期
的
に
も
年
度
後
半
に

な
る
の
で
、
繰
越
の
措
置

が
で
き
る
。

問
町
内
の
事
業
所
や

企
業
等
も
新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

県
で
も
地
域
経
済
の
活
性

化
、
雇
用
の
確
保
を
狙
い

と
し
て
補
助
制
度
を
創
設

し
、
町
内
企
業
で
も
採
択

と
な
っ
た
が
、
町
と
し
て

ど
う
考
え
る
か
。

答
町
と
し
て
も
、
雇

用
を
守
る
大
切
な

こ
と
、
町
内
の
企
業
等
で

も
新
た
な
取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
る
場
合
、
町
と
し

て
も
支
援
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会

は
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
町
長
の
所
信
表
明

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
学

ぶ
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、

今
只
見
町
の
子
ど
も
た
ち
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
海
洋
教
育
）の
中

で
、
将
来
の
只
見
町
を
ど

う
し
て
い
く
か
い
と
い
う

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
国
連
が
提
唱
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
に
「
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」
と
い
う
指
標
が
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
こ
う
い
う
指
標
が

必
要
で
な
い
か
。

答
只
見
町
の
望
ま
し

い
姿
、
目
標
を
定

め
て
、
こ
の
よ
う
な
場
等

で
議
論
し
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
最
も
大
事
で

あ
る
と
考
え
、
今
後
様
々

な
分
野
、
課
題
の
な
か
で

全
て
そ
う
い
っ
た
姿
勢
で

取
り
組
み
た
い
。

感染防止対策のお願いの表示

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
が
拡
大
し
て
き

て
い
る
状
況
で
、
町
民
に

対
し
て
、
感
染
対
策
の
徹

底
と
感
染
者
の
特
定
や
誹

謗
中
傷
が
生
じ
な
い
よ
う

感
染
対
策
本
部
等
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必
要
で
な

い
か
。

答
診
療
所
に
お
い
て

で
き
る
限
り
の
対

策
、
準
備
を
し
て
お
り
、

ま
た
誹
謗
中
傷
等
の
な
い

や
さ
し
い
町
で
あ
る
よ
う

広
報
等
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
取
り
組
み
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
、
今
後
の
対
策
は 

�

答
従
来
対
策
を
検
証
し
、
継
続
し
進
め
る
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鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

紙オムツ等、
求めやすい環境を
� 答 町内商店の活用を

問
乳
幼
児
の
紙
オ
ム

ツ
や
粉
ミ
ル
ク
の

購
入
は
町
外
や
、
ネ
ッ
ト

に
頼
っ
て
い
る
現
状
だ
。

こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

答
現
在
町
内
３
店
舗

で
取
り
扱
っ
て
い

る
。
子
育
て
ひ
ろ
ば
等
で

情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

問
公
園
の
遊
具
等
の

老
朽
化
が
見
受
け

ら
れ
る
。
子
育
て
世
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
再
整
備

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
い

か
が
か
。

答
平
日
や
休
日
で
も

遊
べ
る
公
園
整
備

を
今
後
研
究
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
自
然
に
恵
ま
れ
た

当
町
で
、
子
ど
も

が
自
然
を
利
用
し
た
遊
び

場
が
少
な
い
と
感
じ
る
。

自
然
を
実
体
験
し
な
が
ら

学
び
、
遊
べ
る
場
所
の
整

備
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が

い
か
が
か
。

答
山
や
川
で
遊
ん
だ

こ
と
の
あ
る
指
導

者
の
確
保
を
進
め
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
に
親
し
む

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

問
指
導
者
は
親
や
祖

父
母
で
も
良
い
と

思
う
。
そ
れ
よ
り
も
里
山

や
河
川
敷
の
整
備
が
必
要

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
様
々
な
準
備
、
安

全
対
策
を
し
た
上

で
検
討
し
た
い
。

問
保
育
料
の
無
料
化

に
伴
い
、
新
た
な

保
育
士
の
確
保
や
、
保
育

施
設
の
整
備
を
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答
今
後
の
入
所
児
童

数
の
見
込
み
を
注

視
し
な
が
ら
、検
討
す
る
。大雪も子どもには遊びの場

問
八
十
里
越
開
通
や

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
再

開
通
を
目
前
に
し
、
交
流

人
口
を
増
や
す
た
め
の
最

重
要
課
題
は
何
か
。

答
只
見
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
方
々
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
付
者
等
と

の
継
続
的
な
関
係
を
築
き
、

「
関
係
人
口
」
の
増
を
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組

み
た
い
。

問
海
外
に
向
け
た
情

報
発
信
を
充
実
さ

せ
る
政
策
は
。

答
現
在
、
海
外
向
け

の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作

成
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配

信
し
て
い
る
。
今
後
は
こ

の
動
画
を
様
々
な
場
面
で

活
用
し
、
情
報
発
信
に
取

り
組
む
。

交
流
人
口
増
に
向
け
た

最
重
要
課
題
は

�

答
「
関
係
人
口
」の
増
が
最
重
要
課
題

問
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
、

こ
の
現
状
を
ど
う
捉
え
、

打
開
し
て
い
く
の
か
。

答
只
見
町
に
定
住
し

よ
う
と
す
る
若
い

世
代
に
補
助
金
を
通
じ
、

経
済
的
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
取
組
む
と

と
も
に
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
等
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
政
策
を
推
進
す

る
。
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問
８
月
か
ら
の
パ
ト

ロ
ー
ル
「
非
常
に

有
り
が
た
い
」
の
声
が
聴

か
れ
た
、
来
年
度
は
春
か

ら
実
施
で
き
な
い
か
。

答
今
年
度
初
め
て
、

８
月
か
ら
１０
月
の

間
１
０
３
名
の
パ
ト
ロ
ー

ル
の
出
動
が
あ
り
捕
獲
や

追
い
払
い
の
効
果
が
有
っ

た
。
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て

は
サ
ル
３９
頭
、
イ
ノ
シ
シ

１
３
頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
１

６
頭
、
ク
マ
４
９
頭
と
被

害
防
止
、
人
的
被
害
の
未

然
防
止
に
つ
な
が
っ
た
と

思
う
。
来
年
度
の
実
施
に

つ
い
て
は
捕
獲
隊
と
協
議

を
し
な
が
ら
対
策
強
化
に

努
め
た
い
。

問
今
年
度
の
被
害
状

況
、
わ
か
る
範
囲

で
教
え
て
ほ
し
い
。

答
サ
ル
に
つ
い
て
は

被
害
状
況
調
査
を

只
見
町
猟
友
会
に
委
託
し小

お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

て
お
り
、
２
月
末
後
に
出

て
く
る
。

問
イ
ノ
シ
シ
の
農
地

へ
の
被
害
が
多
く

聞
か
れ
る
が
被
害
状
況
は

掴
ん
で
い
な
い
の
か
。

答
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

水
稲
へ
の
被
害
額

と
し
て
３
４
０
万
ほ
ど
出

て
い
る
が
農
地
の
被
害
は

掴
ん
で
な
い
。

問
町
内
各
地
で
田
ん

ぼ
の
畦
が
壊
さ
れ

人
力
で
の
復
旧
が
厳
し
く

耕
作
を
諦
め
ざ
る
え
な
い

話
を
聞
く
。
何
と
か
町
と

し
て
補
修
修
繕
に
対
す
る

支
援
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
町
も
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
地
農
業
用

施
設
の
復
旧
支
援
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

鳥
獣
被
害
状
況
及
び
対
策
は 

�
答
パ
ト
ロ
ー
ル
は
被
害
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
っ
た

問
是
非
と
も
、
耕
作

放
棄
な
ど
が
出
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
支

援
し
て
頂
き
た
い
。

答
額
や
率
は
と
も
か

く
町
と
し
て
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

安心安全な作業を求めます

克雪対策事業補助金交付
要綱を見直してほしい
� 答 安心安全は重要と認識している

問
只
見
町
克
雪
対
策

補
助
金
の
対
象
事

業
に
屋
根
の
塗
装
工
事
及

び
足
場
設
置
工
事
も
付
け

加
え
作
業
者
が
安
心
安
全

な
作
業
が
重
要
と
考
え
る

が
。答

屋
根
塗
装
作
業
中

の
落
下
事
故
の
発

生
か
ら
も
安
心
・
安
全
な

作
業
環
境
の
確
保
は
重
要

な
事
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
対
応
策
を

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
是
非
と
も
新
年
度

か
ら
取
り
入
れ
て

頂
き
た
い
。

答
克
雪
対
策
補
助
金

を
さ
ら
に
充
実
し

た
事
業
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
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来年度の体制と
医師確保の見通しは
� 答 医師確保に向け努力する

問
診
療
所
は
今
、
救

急
患
者
の
受
け
入

れ
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

常
勤
医
師
の
不
足
が
原
因

と
考
え
る
が
町
民
の
不
安

は
大
き
い
。
打
開
策
を
示

さ
れ
た
い
。
な
お
、
危
機

的
事
態
で
あ
っ
た
看
護
師

不
足
に
つ
い
て
は
解
消
し

つ
つ
あ
り
喜
ば
し
い
。
ま

た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
今
日
、

と
り
わ
け
医
療
関
係
者
の

心
身
両
面
に
お
け
る
負
担

や
緊
張
、
努
力
に
は
心
か

ら
敬
意
を
払
い
感
謝
す
る
。

酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

答
看
護
師
に
つ
い
て

は
概
ね
確
保
し
、

入
院
制
限
は
撤
廃
で
き
た
。

し
か
し
、
救
急
応
需
は
ま

だ
制
限
し
て
い
る
。
常
勤

医
師
が
２
名
で
は
止
む
を

得
な
い
。
こ
れ
ま
で
通
り

県
の
担
当
部
門
と
、
民
間

の
人
材
確
保
関
係
機
関
で

公
募
し
医
師
の
応
募
を
待

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
に
応
募
は
ま
だ
な
い
。

問
診
療
所
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
議
会

の
朝
日
診
療
所
「
調
査
特

別
委
員
会
」
調
査
報
告
が

本
会
議
で
議
決
さ
れ
た
。

診
療
所
は
地
域
総
合
医
療

を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
調
査
報
告
書
は
承

知
し
て
い
る
か
。
報
告
書

で
は
医
師
４
名
を
常
勤
と

し
て
家
庭
医
療
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

答
読
ん
だ
記
憶
は
あ

る
が
、
詳
細
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

今
後
熟
読
し
改
め
て
見
解

を
述
べ
る
。
ま
た
過
日
、

診
療
所
の
医
師
と
懇
談
し

た
。
診
療
所
の
医
療
に
つ

い
て
は
な
か
な
か
町
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し

い
。
今
後
積
極
的
に
広
報

し
「
診
療
所
で
何
が
で
き

て
何
が
で
き
な
い
の
か
」、

ま
た
「
医
療
の
内
、
一
次

医
療
を
担
う
医
療
機
関
と

し
て
診
療
所
を
ど
う
運
営

し
て
い
く
か
住
民
に
周
知

し
て
い
く
。

本会議で委員会調査報告が
議決されると何が起こるの？
◉地方自治法“第百三十八条の二”
　町長は、町の条例、予算その他の議会
の議決に基づく事務及び法令、規則その
他の規程に基づく町の事務を、自らの判
断と責任において、誠実に管理し及び執
行する義務を負う。

知っておきたい
ポイント…！

問
町
職
員
の
内
、
地

方
公
務
員
法
第
２

２
条
の
２
第
１
項
に
よ
る

任
用
職
員
の
来
年
度
の
募

来
年
度
の
会
計
年
度
職
員

任
用
要
件
と
勤
務
態
様
は

�

答
法
令
を
遵
守
し
採
用
す
る

集
要
件
と
勤
務
態
様
に
つ

い
て
問
う
。

答
今
年
度
採
用
職
員

を
念
頭
に
、
来
年

度
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
応

募
が
あ
れ
ば
人
事
評
価
を

加
え
法
令
を
遵
守
し
行
な

う
。
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只
見
駅
、
駅
前
の

整
備
を
求
め
る

�
答
早
急
に
取
り
組
む三

さん

瓶
べ

良
りょう

一
いち

議員

問
八
十
里
越
開
通
と

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全

線
再
開
通
は
、
只
見
町
と

奥
会
津
地
方
に
多
大
な
イ

ン
パ
ク
ト
と
観
光
客
の
入

込
み
が
期
待
さ
れ
る
。駅
、

駅
前
広
場
、
役
場
付
近
を

早
急
に
整
備
す
べ
き
だ
。

答
八
十
里
越
開
通
と

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
全

線
再
開
通
を
見
据
え
た
只

見
駅
前
の
整
備
は
早
急
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

県
、
沿
線
自
治
体
、
関
連

団
体
と
と
も
に
再
開
通
に

合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
只
見
線
を

最
大
限
に
活
か
せ
る
施
策

を
講
じ
た
い
。

問
Ｊ
Ｒ
は
昨
年
も
今

年
も
特
別
列
車
の

乗
り
入
れ
を
企
画
さ
れ
た
。

只
見
駅
は
駅
舎
と
ホ
ー
ム

効果的な
少子化対策が必要
� 答 少子化対策は町の最大の課題

問
只
見
町
に
と
っ
て

少
子
化
対
策
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
若
者

の
定
住
、結
婚
、子
育
て
、

が
離
れ
て
い
て
悪
天
候
時

は
問
題
だ
。
こ
の
よ
う
な

駅
は
只
見
線
沿
線
に
は
な

い
。
駅
舎
と
駅
前
広
場
等

の
一
体
的
整
備
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

答
駅
舎
と
ホ
ー
ム
が

離
れ
て
い
て
不
便

だ
と
い
う
実
態
は
そ
の
と

改善が求められる只見駅

お
り
だ
。
か
つ
て
Ｊ
Ｒ
側

か
ら
鉄
道
か
ら
バ
ス
に
転

換
す
る
条
件
で
改
善
計
画

が
あ
っ
た
。
技
術
的
に
は

改
善
計
画
は
可
能
だ
と
受

け
止
め
た
。
そ
う
し
た
整

備
は
必
要
だ
と
思
う
の
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
役
場
庁
舎
は
町
の

顔
だ
。
八
十
里
越

開
通
に
は
役
場
庁
舎
を
建

設
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
役
場
庁
舎
に
つ
い

て
は
、合
併
当
時
、

教
育
等
に
効
果
的
な
少
子

化
対
策
が
必
要
だ
。
他
所

に
出
て
い
か
ず
に
町
内
で

自
信
を
も
っ
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
こ

と
だ
。
議
会
だ
よ
り
に
二

人
の
中
学
生
が
投
稿
し
た

よ
う
に
町
を
思
う
純
真
な

心
に
行
政
も
我
々
も
応
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
少
子
化
対
策
は
只

見
町
の
最
大
の
課

題
で
あ
る
。
若
い
世
代
へ

の
経
済
的
支
援
、
青
年
交

流
事
業
、
雇
用
創
出
、
経

営
安
定
化
支
援
、
住
宅
取

得
補
助
等
新
た
に
検
討
す

る
。
所
信
表
明
で
述
べ
た

よ
う
に
子
ど
も
た
ち
の
姿

勢
に
学
ん
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

知
事
勧
告
も
あ
り
条
例
で

雨
堤
１
０
３
９
番
地
に
決

ま
っ
た
歴
史
も
承
知
し
て

い
る
。
現
況
は
緊
急
避
難

的
な
暫
定
移
転
と
承
知
し

て
い
る
。
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資源ゴミの
リサイクル推進を
� 答 質問の経緯や視点、趣旨は受けとめる

問
只
見
町
の
子
ど
も

た
ち
は
、
持
続
可

能
な
社
会
を
実
現
す
る
と

い
う
目
標
の
も
と
、学
び
、

実
践
し
環
境
大
臣
に
評
価

さ
れ
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し

い
成
果
を
出
し
て
い
る
。

隣
町
で
は
民
間
事
業
者
が

リ
サ
イ
ク
ル
ゴ
ミ
回
収
を

実
施
し
て
い
る
が
、
当
町

で
は
環
境
問
題
に
進
展
が

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
子

ど
も
た
ち
が
環
境
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
今
こ
そ
、

自
然
首
都
・
只
見
の
名
に

恥
じ
な
い
よ
う
資
源
ゴ
ミ

の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
が
重

要
と
考
え
る
が
。

菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

世界中で取り組まれる環境問題

答
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い

て
は
南
会
津
郡
内

３
町
で
組
織
し
て
お
り
、

分
別
方
法
な
ど
の
変
更
は

協
議
が
必
要
と
な
る
が
、

現
状
で
は
古
紙
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
冬
季
間
の
回
収

は
難
し
い
。
隣
町
の
取
組

み
は
、
民
間
事
業
者
が
地

問
現
在
の
只
見
中
学

校
２
学
年
は
４１
名

在
籍
し
て
お
り
、
現
在
の

只
見
高
校
の
定
員
４０
名
を

超
え
て
い
る
。
そ
の
学
年

が
高
校
へ
入
学
す
る
令
和

４
年
度
に
、
只
見
の
子
ど

も
が
入
学
で
き
な
い
の
で

は
と
い
う
保
護
者
か
ら
心

配
す
る
声
が
あ
る
。

答
県
教
育
委
員
会
か

ら
定
員
を
暫
定
的

に
増
加
さ
せ
る
等
の
柔
軟

な
対
応
を
図
る
旨
の
説
明

を
受
け
て
い
る
。
過
去
の

県
内
の
事
例
で
は
１
学
級

４８
名
ま
で
増
加
さ
せ
て
い

る
。
進
路
希
望
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
定
員
を
大

幅
に
超
え
る
場
合
に
は
暫

定
的
に
学
級
数
を
増
加
さ

只
見
高
校
定
員
を

超
え
る
場
合
の
対
応
は

�

答
暫
定
的
な
定
員
等
の
増
加
を

�

検
討
す
る
　
　
　
　
　
　
　

せ
る
こ
と
を
検
討
す
る
旨

の
回
答
を
得
て
い
る
。
現

在
の
４０
名
定
員
に
合
わ
せ

て
募
集
す
る
の
で
は
な
く
、

只
見
高
校
を
志
願
す
る
生

徒
の
希
望
に
応
じ
て
、
暫

定
的
な
定
員
・
学
級
の
増

加
を
図
る
べ
き
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
町
の
重
要
施

策
で
あ
る
高
校
振
興
対
策

の
支
援
を
、
今
後
も
県
教

育
委
員
会
に
働
き
か
け
て

い
く
。

問
令
和
４
年
度
の
山

村
教
育
留
学
生
の

受
け
入
れ
人
数
は
。

答
例
年
通
り
令
和
４

年
度
も
２０
名
を
募

集
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

域
支
援
の
た
め
独
自
に
設

置
し
て
お
り
、
町
は
直
接

的
に
関
与
し
て
い
な
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
対
策
は
世

界
的
な
問
題
で
あ
り
、
町

と
し
て
も
重
要
な
こ
と
と

考
え
る
。
質
問
に
至
っ
た

経
緯
や
視
点
、
趣
旨
は
受

け
と
め
て
い
る
。
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新
町
長
の

町
政
に
取
り
組
む
信
念
は

�

答
み
ん
な
に
役
割
が
あ
り
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

問
町
長
と
し
て
初
め

て
担
う
町
政
を
ど

の
よ
う
な
信
念
で
取
り
組

ま
れ
る
の
か
。

答
政
策
目
標
は
「
只

見
町
の
将
来
に
向

か
っ
て
行
動
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
が
根
幹
で
あ
り
、

住
み
よ
い
、
安
心
し
て
住

佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

議員

つ
い
て
は
、
毎
年
当
初
予

算
編
成
前
に
予
算
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
実
施
し
た

い
と
言
わ
れ
た
が
、
高
齢

化
が
進
み
、
集
落
間
で
も

格
差
が
生
じ
て
い
る
現
状

か
ら
、
各
集
落
単
位
で
の

座
談
会
は
絶
対
必
要
と
考

え
る
。そ
の
際
に
、課
長
・

副
課
長
等
の
同
行
が
必
須

と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

答
提
言
の
と
お
り
、

町
民
各
位
の
意
見

を
伺
い
町
政
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
は
大
変
重
要
だ
が
、

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
拡

大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
に
向
け
て
課
長
等

の
出
席
を
前
提
に
検
討
し

て
い
く
。

め
る
、
関
係
人
口
を
増
や

す
、
子
ど
も
が
幸
せ
、
み

ん
な
に
役
割
が
あ
り
活
躍

で
き
る
、
ま
ち
づ
く
り
、

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
選
挙
中
の
公
約
の

中
で
訴
え
て
い
た

こ
と
で
、
町
長
の
職
務
と

し
て
す
ぐ
に
も
実
行
で
き

そ
う
な
２
点
を
問
う
。

　
ま
ず
、
集
落
座
談
会
に

問
次
に
、町
長
は「
町

内
す
べ
て
の
産
業

の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、

積
極
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
す
る
」
と
言
っ
て
い

た
が
、
私
も
、
今
の
只
見

町
に
一
番
欠
け
て
い
る
こ

と
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
一
日
も
早
く
、
信

頼
で
き
る
副
町
長
を
配
置

し
て
、町
長
が
安
心
し
て
、

町
外
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

が
で
き
る
、
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

答
積
極
的
な
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
展
開

に
向
け
、
副
町
長
配
置
な

ど
の
体
制
づ
く
り
の
提
案

で
あ
る
が
、
副
町
長
に
つ

い
て
は
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
ご
提
案
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

集落座談会
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介護保険料の
軽減を求める
� 答 基金の有効活用で軽減に努める

問
介
護
保
険
料
は
、

基
準
額
で
平
成
１５

年
・
第
２
期
の
年
額
３
５

３
１
６
円
か
ら
第
７
期
の

年
額
７
０
８
０
０
円
と
約

２
倍
に
な
っ
て
い
る
。
国

保
税
、
後
期
高
齢
者
保
険

料
も
引
き
上
げ
ら
れ
て
き

て
お
り
、
町
民
の
生
活
は

ま
す
ま
す
大
変
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
３
年
度
か
ら

３
年
間
の
「
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
町

民
に
更
な
る
負
担
を
強
い

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

負
担
軽
減
策
を
と
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

第８期介護保険事業計画案

答
介
護
保
険
計
画
策

定
に
着
手
し
て
お

り
、
介
護
保
険
料
の
検
討

も
行
な
っ
て
い
る
。
高
齢

者
の
所
得
は
公
的
年
金
が

中
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

介
護
保
険
料
の
水
準
が
過

重
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
、
所
得
段
階
に

応
じ
た
介
護
保
険
料
を
設

定
す
る
こ
と
で
低
所
得
者

へ
の
負
担
軽
減
と
な
る
よ

う
、
所
得
段
階
を
９
段
階

に
分
け
た
介
護
保
険
料
を

設
定
し
て
い
る
。
介
護
給

付
費
準
備
基
金
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
介
護
保
険

料
の
軽
減
に
努
め
る
。

問
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
し
、
介
護

保
険
料
軽
減
を
図
る
検
討

は
。

問
今
後
の
少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援

策
を
現
状
の
到
達
を
ふ
ま

え
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

答
子
宝
祝
い
金
の
支

給
、
保
育
料
無
償

化
な
ど
経
済
的
支
援
の
他

に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
渡
る
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
一
体
的
に
提
供
す

る
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

る
。
今
後
は
、「
た
く
ま

し
く
育
て
る
」
視
点
を
加

今
後
の
少
子
化
・

子
育
て
支
援
策
の
進
め
方
は

�

答
生
き
る
力
を
育
む
取
組
を
進
め
る

え
、
生
き
る
力
を
育
む
取

組
を
進
め
る
。

問
子
育
て
世
代
か
ら

は
、
小
児
科
の
要

望
が
出
さ
れ
、
産
婦
人
科

も
若
松
ま
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
負
担
が
大
き

い
。
給
食
費
の
無
料
化
や

小
学
生
の
放
課
後
対
策
な

ど
の
方
向
性
は
ど
う
検
討

す
る
か
。

答
子
育
て
目
標
に
向

か
っ
た
行
政
の
あ

り
方
を
検
討
。

答
国
の
指
導
で
、
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

問
厚
労
省
の
指
導
で

あ
り
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
。
町
民
の
く

ら
し
守
る
た
め
に
毅
然
と

し
た
対
応
を
求
め
る
。

答
国
の
制
度
、
指
導

を
遵
守
し
行
政
を

執
行
す
る
。
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中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

朝
日
診
療
所
の
現
状
及
び

今
後
の
体
制
は

�
答
町
民
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
努
力
す
る

問
診
療
所
の
入
院
制

限
は
解
除
さ
れ
た

が
、
常
勤
医
は
２
名
の
状

況
で
あ
り
、
夜
間
の
救
急

体
制
は
診
療
所
で
は
受
け

入
れ
不
可
能
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
現
状
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、

町
民
の
安
心
・
安
全
の
た

め
、
２４
時
間
体
制
の
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
体
制
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
を
は
じ
め
、
医

師
、
看
護
師
は
じ
め
医
療

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
人
材
不

足
の
中
に
あ
っ
て
非
常
に

感
謝
し
て
い
る
。
１２
月
か

ら
入
院
制
限
を
な
く
し
、

１９
床
全
て
受
け
入
れ
す
る

こ
と
と
し
た
。
２４
時
間
体

制
の
救
急
患
者
の
受
け
入

れ
体
制
に
つ
い
て
は
、
同

じ
認
識
で
あ
る
。
現
在
、

平
日
は
午
後
８
時
以
降
、

土
日
祝
祭
日
は
午
後
５
時

以
降
の
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
を
し
て
い
な
い
。
こ

れ
は
常
勤
医
２
人
に
過
重

な
負
担
を
か
け
な
い
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
仮
に
常

勤
医
の
1
人
が
体
調
不
良

に
な
る
と
、
平
成
１５
年
に

無
医
村
状
態
と
な
っ
た
本

町
の
二
の
舞
と
な
る
可
能

性
が
高
ま
る
。
あ
の
状
況

だ
け
は
避
け
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
を
元
に
戻
す
に
は
、

最
低
で
も
常
勤
医
３
人
体

制
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
医
師
確
保
の

先
頭
に
立
ち
、
全
力
で
元

に
戻
し
た
い
。

問
町
長
は
、
所
信
表

明
の
中
で
朝
日
診

療
所
に
触
れ
「
喫
緊
の
課

題
」「
朝
日
診
療
所
の
体
制

を
立
て
直
す
」
と
表
現
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
次

一次医療を担う朝日診療所

医
療
機
関
と
し
て
、
町
民

の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

３
６
５
日
２４
時
間
体
制
で

救
急
患
者
の
診
察
を
行
な

え
る
体
制
を
復
活
さ
せ
る

と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答
診
療
所
は
、
あ
く

ま
で
も
一
次
医
療

機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
の
が
目
標
で
あ
り
、

使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
診
療
所
で
ど
こ
ま

で
の
医
療
が
で
き
る
の
か

示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
現
在
、
総
務
委
員

会
と
し
て
朝
日
診

療
所
基
本
計
画
の
策
定
を

求
め
て
い
る
。
１
日
も
早

く
正
常
な
状
況
を
求
め
る
。

町
民
は
、期
待
し
て
い
る
。

答
期
待
に
応
え
る
べ

き
努
力
し
て
い
く
。

協
力
を
お
願
い
す
る
。
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八十里越道路開通後の
対策を急げ
� 答 拠点整備と地域の魅力化に努力

問
町
長
は
所
信
表
明

で
町
政
運
営
に
当

り
民
意
の
尊
重
を
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

方
策
と
決
意
を
伺
い
た
い
。

答
毎
年
集
落
で
座
談

会
を
開
催
、各
界
・

各
層
の
会
合
等
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
町
民
の
声
を
聴

き
政
策
を
立
案
し
、
議
会

に
提
案
・
審
議
を
経
て
政

策
を
深
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
民
意
の
反
映
に
つ

い
て
は
、
私
の
政
治
姿
勢

と
し
て
ぶ
れ
な
い
で
取
り

組
ん
で
行
く
決
意
で
あ
る
。

齋
さい

藤
とう

邦
くに

夫
お

議員

交流拠点として整備が期待される季の郷湯ら里

問
行
政
効
率
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、
職
員
能
力
を
発
揮

し
て
頂
く
に
は
、
町
長
等

の
権
限
委
譲
を
図
り
、
も

っ
と
職
員
が
意
欲
と
責
任

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
め

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
る
が
。

答
行
政
運
営
す
る
上

で
非
常
に
大
事
な

こ
と
と
考
え
る
。
職
員
の

意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
、

職
員
と
率
直
な
意
見
交
換

を
行
な
い
、
人
間
関
係
を

大
事
に
し
て
職
員
が
自
分

の
考
え
を
提
案
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
。

問
国
道
八
十
里
越
開

通
で
、
本
町
の
地

域
環
境
は
大
き
な
変
革
が

予
測
さ
れ
、
地
域
課
題
に

取
り
組
む
ま
た
と
な
い
好

機
で
あ
る
。
し
か
し
、
町

内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
受

け
入
れ
環
境
整
備
は
大
変

に
遅
れ
憂
慮
さ
れ
る
。
そ

の
場
し
の
ぎ
の
対
処
療
法

的
な
対
策
で
な
く
、
将
来

展
望
と
計
画
性
の
あ
る
行

政
投
資
、
更
に
積
極
的
な

対
策
が
急
務
で
は
な
い
か
。

答
国
道
開
通
は
、
町

の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
対
策
、
地
域
活
性

化
対
策
を
進
め
て
い
く
上

で
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。
八
十
里
越
開
通

を
見
据
え
た
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
と
し
て
、
越
後
・
南

会
津
街
道
の
ア
ピ
ー
ル
性

を
高
め
、
誘
客
ル
ー
ト
の

幅
を
広
げ
た
い
。
こ
の
機

を
逃
さ
ず
、
国
・
県
と
連

携
し
た
町
内
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
、
通
過
点
と
な

ら
な
い
よ
う
に
拠
点
整
備

や
地
域
の
魅
力
化
に
努
め

た
い
。
ま
た
、
公
共
事
業

は
時
代
と
と
も
に
範
囲
も

多
様
化
し
、
担
い
手
の
確

保
、
発
注
時
期
、
平
準
化

な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、

当
面
す
る
課
題
に
対
処
す

る
た
め
、
行
政
投
資
を
積

極
的
に
取
り
組
む
時
期
と

考
え
て
い
る
。
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Vol.26

最近テレビや新聞等に出て
くる

カタカナ用語について考えよ
う!!

ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

ブナりん　最近テレビとか
で「エビデンス」とか「コンプ
ライアンス」とかって良く聞
くけどどういう意味なの？

議会議長　いい質問だね。
テレビや新聞でよく使われて
いるね。「エビデンス」という

アカショウちゃん　その他
にもカタカナ用語がたくさん
あってわかりにくいね。

議会議長　そうなんだ。新しい用語がどん
どん増えているので、私たちも勉強しながら
やっているんだよ。それじゃ最近使われてい
る用語について一覧にして一緒に勉強してみ
よう。のは証拠、とか根拠という意味で使われてい

るよ。「コンプライアンス」は規則や法令、
社会的ルールを守ることなんだ。

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）

デジタル変革（ＤＸ・デジタルトランスフォーメーション）

テレワーク

ワーケーション

イノベーション

持続可能な開発目標。国連で開かれたサミットで決められた、国際社会共通の２０３０年
までに達成すべき１７の目標のこと。

デジタルを使って新しい価値を生み出したり、仕組みを変えることによって、住民サービス
の向上をめざすこと。

自宅や外出先など時間や場所にとらわれない働き方。リモートワークと同じ意味で使われる。

ワークとバケーションをくっつけた造語で観光地やリゾート先でテレワークを活用して働
きながら休暇をとること。

物事の「新しい捉え方」「新しい活用法」などのこと。

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

議会議長　まだまだたくさんあるけど、分
からないときは又一緒に勉強しよう。

ブナりん　少し勉強になった気がする。あ
りがとう！

23



vol.26

編
集
後
記

　
只
見
小
学
校

　
６
年　
松ま

つ

永な
が　
紗さ

弥や

　
私
た
ち
は
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に「
産
業
」に

つ
い
て
調
べ
る
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
様
々
な
産
業

　
只
見
中
学
校

　
１
年　
佐さ

藤と
う　

優ゆ
う

妃き

　
私
が
思
う
只
見
町
の
良

い
と
こ
ろ
は
、
自
然
が
多

い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
取
材
し
て
い
く
中
で
、

共
通
点
に
気
が
付
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
水
害
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
困
難
を
乗
り
越

え
た
こ
と
で
す
。
困
難
を

乗
り
越
え
た
こ
と
自
体
も

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
が
、

人
と
人
と
が
助
け
合
っ
て

乗
り
越
え
た
、
心
の
温
か

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
自

分
が
住
む
町
の
産
業
が
こ

で
、
一
年
生
全
員
で
恵
み

の
森
に
行
っ
た
と
き
、
道

を
歩
い
て
い
た
ら
、
ブ
ナ

や
ホ
オ
ノ
キ
な
ど
の
木
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

只
見
町
の
空
気
が
き
れ
い

な
の
は
、
只
見
の
木
が
二

酸
化
炭
素
を
吸
っ
て
く
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
只
見
町

に
は
珍
し
い
動
物
も
い
ま

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
、
春
先
か
ら
猛
威
を

振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
外
出
自
粛
や
休
校
、
経
済
の

低
迷
等
、
不
安
を
抱
え
た
一
年
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界
中
を
翻
弄
し

て
い
る
疫
病
は
更
に
進
化
し
て
い
る
様

相
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
雲
は

流
れ
必
ず
青
空
が
で
る
様
に
、
困
難
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
「
課
題
」
を
「
施
策
」

で
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
「
実
践
」
し

て
い
く
。新
年
を
迎
え
て
、そ
ん
な「
町

づ
く
り
」
の
一
助
と
な
る
様
に
更
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ん
な
に
魅
力
的
で
あ
る
こ

と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き

て
、
も
っ
と
只
見
町
の
こ

と
が
、
今
ま
で
よ
り
も
大

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

す
。
き
れ
い
な
川
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
只
見
の

自
然
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

自
然
が
多
い
只
見
町

魅
力
あ
ふ
れ
る
只
見
町
の
産
業
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